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インターネットによる日本語 CALL システムについて

























































































































































































































































1)オペレーティングシステム – Windows XP/2000












Macromedia Flash Player は無料なので、誰でも使える。　また、ファイル　サイズは





れない。現代 Windows XP がついているコンピューターは多いので、そんなオペレー
























ネットにおける CALL システムをもっと理解するために CALL システムのパッケージ
（すでに本論文にて述べた CD－ROM を使用したもの）を使用した。またこれは両者
を比較するためでもあった。















次に、インターネット使った CALL システムは非常に有用であり、その理由は CD
－ROM が改変不可能なコンテンツなのに対しインターネット上のコンテンツは改変を
することが可能であるからである。コースや練習問題などの新しいコンテンツを簡単
に追加することもできる。ユーザは継続的に CALL システムを使用することができる
のである。
CALL システムはユーザにとって順応性をもったものである。それゆえに日本語の
勉強においてそれぞれ異なった勉強方法を持っているユーザにも対応可能である。例
えば、漢字を読む場合において読みに自身があり振り仮名の必要ない学習者と必要の
あるユーザがいる場合はその力を発揮する。また、CALL システムではユーザが間違
いを起こしてもユーザは恥ずかしさを感じることが無いという点も長所である。何人
かの学習者は教室において間違いを起こすことを心配に思うが、CALL システムを使
用することによりこれを回避することができる。
最近、英語のイーラーニングは広く世界中で使用されているが、なぜ日本語の CALL
システムは未だ日本語教育において広く使用されていないのであろうか。この一年の
研究で、数個の日本語 CALL システムを評価してきたが、筆者は独自にもっと良い効
率的な日本語 CALLシステムを作成することに非常に興味を持った。
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